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図 書 館随想

教養分館長永井義哉
ーノ

－普通のタイプをひとまわり大きくしたような装置（｢端末機」という）に，自分の専攻

分野に関連した単語（｢キー・ワード｣）をいくつか普通のタイプと同じ調子で打つ，するとこの

装置と電話回線で結ばれているコンピューター（国際的データーベース）から応答があって，

世界中で公刊されている論文のなかでこれらのキー・ワードを含むもののタイトル，著者，収録

誌名，発行所が，テレタイプの要領で，即座にカタカタと端末機の紙の上に打ち出されてくる，

場合によってはすぐ、にその論文のコピーを取り寄せることも可能である－こういったいわゆ

る「オン・ライン‘情報検索システム」について私が初めて耳にしたのは今年の春のことで.c

君の研究室での茶飲み話の際であった。同君は現在自然科学系の某学部の少壮教授であるが，

昔私が彼の授業を担当して以来の友人である。これは図書館のあり方にも大きな影響を与えな

いではいないだろうと思ったのは，たまたま私がその頃教養分館にかかわりを持つようになっ

たからでもあった。このような装置によって必要な文献や資料の所在を確認するてま，ひまが

大幅に省けることはたしかであるし，そのような資料の保管と活用がなんといっても図書館の

主要な任務であるからである。

実際そうなっていることを私はこの半年の間に何度か見，聞きすることになった。8月に

全道各大学の図書館関係者が集まった際には，端末機への漢字の打ち込承のデモンストレーシ

ョンが行なわれたし，既に実用段階に入っているオン・ラインシステム要員の養成や連絡協議

が現実問題として議せられていた。

今後この傾向はますます増大して行くことであろう。論文，報告，統計データー等にとど
●●●●

まらず，やがてこうかんな古典，典籍の類までが個別にデーター化され，この装置を経て確認

された資料が同時にコピーされて利用者の手に入る－このための機会と場所を提供するのが

図書館の主要な役目となる日がいずれ来るであろう。粘士の板の上に刻まれたものであれ，紙

の上に印刷されたものであれ，字をしるしたものを保管しておく所，そして知識を求める者が

そこにやって来て敬虚に字を目で追うところとしての古典的な図書館のイメージはうすれて行

く一方であろう。

だが図書館の意義ははたしてこれにつきるものであろうか？私は現在別な意味で図書館

を利用することが多い。電話に代表される外部からのさまざまな煩わしさから隔絶された空間

というものは，現代の生活ではますます貴重なものになりつつある。急ぎの仕事をもって－
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多少の後ろめたさを感じながら－－－閲覧室の片隅に座ることもあるが,たいていは慢然と書架

の間を歩いていたり，ぼんやり椅子に腰を下していることが多い．今後図書館のあり方がどん

なに変っても，ここにくるとなんとなく落ちつけるという雰囲気だけは持ち続けてほしいと藤

うのは，私ひとりのノスタルヂックな感傷であろうか？

◆ 会議・

第102回図書館委員会

くとき昭和55年9月27日（土)＞

＜ところ附属図苔館会議室＞

議題

1．文部省外国雑誌の取扱いについて

2．閲覧個室(第1種,第2種)について

3．その他

全学図書(担当)掛長会繊

くとき昭和55年9月17日（水）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

議題

1．文部省外国雑誌の取扱いについて

2．事務改善検討小委員会の報告について

3．その他

全学図書(担当)掛長会蟻

くとき昭和55年11月21日（金）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

談題

1.1981年版外国雑誌の購入契約について

2．その他

第30回北海道地区大学図書館協議会総全

くとき昭和55年8月22日（金）＞

＜ところ函館大学図書館＞

標記協議会総会は，当地区19大学40名が出席，慣例により当番館函館

、

、i
標記協議会総会は，当地区19大学40名が出席，慣例により当番館函館大学図書館伊藤結城夫館長が議長

に選出され行われた。

協議事項等は次のとおりである。

報告事項

1）幹事館会議報告

2）北海道地区所在外国雑誌総合目録会計報告

3）第23回北海道地区大学図書館職員研究集会報告

4）各館界(国・公・私立大学関係）の動向

5）その 他

協議事項

1）地区大学図書館における学術審議会答申への対応について（北海道大学）

2）北海道地区大学図書館間の相互利用について(北見工業大学）

3）北海道地区大学図書館の現状と課題(札幌商科大学）

4）オンライン情報検索の連絡会議開催について(東日本学園大学）

（553）
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5）第31回(昭和56年度)北海道地区大学図書館協議会総会の当番館について－北海道大学に

決定一

6）第24回(昭和56年度)北海道地区大学図書館職員研究集会の当番館について－酪農学園大学に

決定一

7）新規加盟館について－東海大学附属図書館札幌分館の加盟が認められた－

8）委員会構成メンバーについて

承合事項

1）各館の相互貸借制度の規定について（札幌医科大学）

2）各大学図書館における図書予算要求の積算基準と図書予算の要求についての考え方について（札峨

商 科大学）以上

第54次国立七大学附属図書館協議会

くとき昭和55年9月25日（木）・26日（金）＞

＜当番館北海道大学附属図書館＞

標記協議会は，文部省から情報図書館課田保橋課長の列席を得，国立七大学の附属図書館長，事務部長Z

び課長が出席して開催された。

協議題等は次のとおりである。

＜協議題＞

1）学内における中央図書館の地位強化について（京都大学）

2）大規模図書分館の分館長の待遇改善をはかることについて(大阪大学）

3）研究用文献の相互利用について（東京大学）

4）「学術情報システム」に対応する学内体制について（名古屋大学）

5）「学術情報システムの在り方」に関連する全学的大学図書行政の対応について（九州大学）

6）学内における学術審議会答申への対応について－特に附属図書館の立場から一（北海道大学）

以上の協議にもとづいて，学術審議会答申を具現化するために，我が国における学術情報システム形成に

中枢的機能・役割を果すべき「学術情報センター」の早期実現と関連大学図書館の基盤整備の促進について，

当協議会として関係各省庁へ要望することとした。

なお，第55次(昭和56年)同協議会は，東北大学を当番館として開催される。

◆学内図書館だより

ブリティシュカウンシル提供による地理学関係図書展示会

さる，0月6日（月）から’’日（士）までの間附属図書館資料展示室において標記展示会が

開催された。

これは，今夏東京で開催された国際地理/地図学会の際展示された広範囲にわたる近刊の

地理学関係の図書429点で，同学会期間終了後日本各地の大学で専門の方々に見ていただきた

いという趣旨により，同学会共催のB､Cから依頼されたものであり，期間中多数の教官・学

生が訪れ盛会裡に終了した。
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学術雑誌のobsolescence

SCI/JCRのJournalHalf-LifePackageにみる一

愉蔭

山本幾夫

JournalCitationReport(JCR)は索引誌ScienceCitationIndex(SCI)の年間統計分析

とも称すべきもので，その利用法については，本誌No.46,p.443-453(1977)でふれておいた《

標記のJournalHalf-LifePackageは1978年よりJCRの新らたなPackageとして追加さ

れることになったもので，学術雑誌の有用度，特に被引用回数よりみたタイトルごとの有効測

間を測定・評価する上で，非常に興味深いデータを提供している。以下，このPackageの〆

容と利用法について説明したい。なお，本稿の大部分はJCR1978,p.22A-25A(1979)によ

るものである。

1．JournalHalf-LifePackageの構成

このPackageは,(T)1978CumulativeChronologicalDistributionofCitationstc

CitedJournals,c1978JournalsrankedbyHalf-Life,の2つのsectionより構成されて

いる。①は被引用雑誌ごとに被引用論文の刊行年ごとの被引用回数×,00を計算し，その義
1978年の被引用総回数

値を1969年まで年ごとに累積加算したリストである。さらに,このリストから本Package<E

重要な概念である，雑誌の利用価値の半減期(JournalHalf-Life;以下,単にHalf-Lifeと雀

略する）が得られるが，このことについては2．で説明する。なお，上式の分母と分子の値は，

JCRCitedJournalPackageを参照することにより得られよう。②は1978年のSCICitec

Journalを，そのHalf-Lifeの値の小さなものから順にリストしたもので，いわば雑誌の平差

寿命の逆順位表ともいえるものである。

2．Half-Lifeの定義とその算出法

JCRではHalf-Lifeを次のように定義している；ある雑誌のある年（ここでは1978年

の被引用総回数のうち，何年前までの論文でその50％を越えるかを判定し，その年数をもっ

て，該当誌のHalf-Lifeと定義するのである。つまり，ある年の被引用総回数をNとし，そ

のうち最近1年間の論文が引用された回数を”1，2年前の論文が引用された回数を2,……｝

年前の論文が引用された回数をtliとするとき，その雑誌のHalf-Lifeは〃l+2+……＋"×N

100≧50を満足するjの最小値によって与えられる。次に実例によってHalf-Life(実際には整

数とは限らない）を計算してみよう。説明が前後するが記入例1の上から12番目の雑誌Blooc

Vesselsを見てみよう。この雑誌の1978年に引用された総回数の4.84%が,1978年中に掲電

された論文によるものである。また1978年と1977年の2年間の論文が引用された割合は全何

の17.99％である。（累積されていることに注意のこと。従って1977年の論文だけでは17.99-

4.84＝13.15％となる｡)同様に1976年までの論文で47.05％，1975年までの論文で74.39％を占

めているのがわかる。従ってこの雑誌のHalf-Lifeは1976年と1975年の間，つまり基準とな

る1978年より逆算して3～4の間にあることが理解できよう。このようにHalf-Lifeの整数

部Iここでは3)は容易に得ることができる。小数部αは次のように単純な比例関係から計

算される；

(555）
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di2．95-1:27.34

劇-27.34-kl

(JCRでは小数第2位

でl凡'拾五入している）

従ってHalf-Life=I(整数部)+d(小数部=3.1となり，記入例1ではその値が左端のカラ

ムに示されている（事の性質上，線分，,'2は上向きの孤を描くはずであるから，実際の／)はp′

に移動し，対応するα'もαの値より小さくなるわけであるが,JCRではα'の近似値として

αを採用しているようである)。結論すればBloodVesselsは3.1年前までの掲載論文だけで，

1978年中の被引用総回数の50％をカバーしているということである。

3．両sectionの説明

3.11978CumulatedChronologicalDistributionofCitations

toCitedJournals

蕊璽蕊蕊襲睡蕊雲霧邸善釜蕊婁婁憲迩議謹

蕊難戦薫蕊

記入例 1

魔.70句一一や更｡,‘.｡.｡.･･･.,銘-.口.完■.｡.・・‘グロー

識溌蕊蕊識蕊灘蕊

前述したとおりSCI1978のCitedJournalについて,1978年中の被引用総回数に対し

て論文掲載年ごとの被引用回数の占める割合を，過去10年に遡り，年ごとに累加したリスト

（556）
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である。記入例の各カラムは以下のように解釈する；

愉曜

、

このsectionは学術雑誌の利用価値の逓減度(obsolescence)に関する客観的な尺度を提

示するものである。例として、もう一度BloodVesselsを見てみよう。この雑誌は1974年ま

での論文で1978年における被引用総回数の実に92.73％をカバーしており，それ以前にさかの

ぼってもカバー率の上昇は全くみられない。従ってこの雑誌（1964年創刊）の1973年以前の

ものは，ほとんど利用されないと見倣してよいであろう。また下から3番目の雑誌Brit・J

Cancerは1969年までの論文で被引用総回数の72.27%を占めている。カバー率が若干低いも

のの，この雑誌が1947年に創刊されていることを考えれば，1968年以前のものは，例えば保

存書庫に移動するなどして，書架スペースの有効利用を計ることができるであろう。このよう

に所蔵資料の運用計画を立案する過程で，このsectionを援用することも可能である。なお

このsectionにはSCI1978のCitedJournalのうち，年間100以上の被引用回数をもつ

2,170タイトルが収録されている。

~、

(557）

カラム（左より）

『
ｊ
夕
■

3～12
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ノ

一

フ ム 記 載 内 容 の 説 3

Half-Life(前述のとおり）の値。ただし値が10.0を越えるものはすべて>10と

記入されている〈

SCI1978のCitedJournalの略誌名。完全誌名はAbbreviated-to-FullTitle

Dictionaryを参照する。なおこの例には見えないが 略誌名にアスターの付

されているものは翻訳誌のあるロシア語雑誌であるが,JCRでは統計処理上

それぞれ別個のものとして扱われている，

第2カラムの雑誌に関する‐
Z"f

1978年の被引用総回数
XlOOfai;/年前の掲載論文

による被引用回数，／＝1,10）のそれぞれのiに対する値である。被引用総回数

と〃jの値はCitedJournalPackageより得られる。なお右端第12カラムの

値が50．0より小さければ第1カラムは＞10と記入されている。
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上記の2,170タイトルの雑誌をHalf-Lifeの値の小さなものから順にリストしたものであ

る。記入例の各カラムは以下のように解釈する；

｜
母
Ｊ
１
２
３
’

１
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カラム（左より カラム記載内容の説砂

Half-Lifeの値による順位。同値のものは同一順位になっているがその中が誌名
順 に な っ て い な い の は 値が四捨五入によるからであ昂

SCI1978のCitedJournalの略誌名。完全誌名の求めかた，略誌名の後のアス
ターの意味は前述のとおり《

Half-Lifeの値。計算法は前述のとおり。
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特定雑誌のHalf-Lifeの順位を調べるには，次のようにする。例えばBloodVesselsの

場合,section1の第1カラムでHalf-Lifeの値が3．1とわかる。次にこのsectionの第3カ

ラムの値が3．1になるまで順を追ってゆけば，該当誌が第18位にランクされているのがわか

る。当然のことながら，このsectionで上位にランクされているものには,Review,Letter,

Communicationなど速報誌が多い。逆にいえば，これらの雑誌のobsolescenceが短期のう

ちに発生することが数値的に実証されているわけである。

以上の説明でJournalHalf-LifePackageの概要を理解していただけたものと思う。最

後にこのPackageを利用する際，留意すべきことをつけ加えておきたい。第1に，さきにも

ふれたようにこのPackageの収録範囲が,SCI1978のCitedJournalのうち，年間100以

上の被引用回数をもつものに限定されているということである。再三のべたようにこのPack-

ageはCitedJournalPackageから得られるデータを，文字どおり機械的に計数処理したも

のにすぎず，このPackageに固有の数値情報源が存在しているわけではない。第2にHalf-

Lifeの値，つまりobsolescenceの遅速の度合は雑誌の重要度とは別の指標であるというこ

とである。事実，多くの主要なPrimaryResearchJournalは，速報誌よりはるかに大きな

Half-Lifeの値をもっている。逆説的にいえば,Half-Lifeの長い雑誌ほど重要度が高いと象

なすことができる。最後に，原理的な問題として，学術雑誌のobsolescenceの指数として

Half-Lifeの値を採用することが適当であるかどうかの疑問が残る。JCRでは将来，被引用率

の累積期間を20年にまで拡大し,obsolescenceの問題をより長期的な展望から把握しようと

している。いずれにせよHalf-Lifeの概念は図書館実務とのかね合いで，より‘慎重に考察さ

れるべきものである。その意味ではこのPackageが提供しているデータは検討材料の域を出

ず，なお時の試練を経るべきものといえようが，例えばバックナンバーの購入計画，書庫スペ

ースの有効利用など部分的な応用にはかなりの程度耐え得るものと思われる。SCI本体,JCR

の他のPackageと同様，ないしはそれらとの有機的な関連のなかでこのPackageが大いに

活用されることを期待したい。 （整理課教養分館整理掛長）

◆研修

北海道地区国立大学図書館職員研修昭和55年二

昭和55年標記研修が去る9月

10日（水）から12日（金）までの3

日間附属図書館教養分館を会場とし

て実施された。

この研修は，道内国立大学図書

館職員に対し，その職務遂行に必要

な基本的知識および図書館業務に関

する最近の知識を付与するとともに

その資質の向上を図ることを目的と

して行っているもので，本年は，道

内各国立大学（高専を含む｡）図書館

職員28名が受講し,予定どおり修了

した。

(559）
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なお，本研修にあたり，関係者各位のご協力を得たことを感謝するものである。

昭和55年北海道地区国立大学図書館職員研修日程表

--ノ

昭和55年度大学図書館職員講習会に参加して

日程昭和55年11月4日（火）～7日（金）

会場東京大学総合図書館

本講習会は，大学図書館活動を促進するため，大学図書館の中堅職員に図書館業務の最新

の知識及び専門的技術を習得させ，その資質の向上を図ることを目的として，昭和39年以降

毎年行われてきた。

東京会場である東京大学総合図書館では，国･公･私立大学及び高専の図書系職員96名の

参加があり，終始熱心に受講し，予定どおり全日程を終了した。

講習会は，文部省担当官及び大学の先生方を講師として，1）大学図書館の使命，2)大学

図書館行政,3)学術情報システムと大学図書館の展望,4)一次資料の整備（拠点図書館の状況)，

5)大型計算機センターにおける情報検索システムの現状,6)MARC利用と図書館業務機械

化，7)全国的所在情報形成の問題，8)相互協力活動の推進，9）図書館活動の国際的動向，10）

図書館情報大学のねらい（その教育課程の特質)，11）専門職能論の11講義が行われた。

その主な内容は，学術審議会の答申である「新学術情報システム」に大学図書館がいかに

対応していかなければならないか，ということであり，日本を取り巻く諸外国の現況説明，コ

ンピュータを利用した情報検索，目録業務等の機械化，各種情報の体系的，効率的な収集とそ

の共同利用，さらには文部省の大学図書館行政等，様々な立場からの講義であった。

特に講義の中で述べられた個/々の大学の枠を超えた全国的観点からの学術雑誌及び図書の

体系的，網羅的収集整備，全国的な研究活動支援という大学図書館に課せられた使命感をあら

ためて認識することができたことは，非常に貴重なものであった。

（560）

〃
〕

~砥_Lｰ

_一一一』

9 :009:3011:0012:0013:0014:0016:0017:0〔

第1日目

9月10日(水）

開
講
式

特 別 講 演

西洋事情私見

北海道大学附
属図書館長

塩谷鏡

人事行政上の諸
問題

北海道大学庶
務部人事課長

砂本宏 一

眉
負

学術情報システノ

－その鳥瞳図』
虫撤図一

北海道大学大型計
算機センター長

大野公男

当面する諸問題

－学審答申を
中心として－

北海道大学附属
図書館事務部長

矢部 － 郎

第2日目

9月11日(木）

図書館資料利用に伴うユーザーから
ゑた情報検索上の諸問題

－研究課題指向の一事例(人文社会系)一

北海道大学法学部

教授小山男

眉
負

図書館情報管理とデータベーフ
システム

筑波大学社会工学系

助教授池田秀人

第3日目

9月12日(金）

書誌情報と目録の将来

一橋大学附属図書館事務部長

田遥農

昼
食

大学におけZ
図書館業務区
契紘

北海道大学
経理部主計
課課長補佐

小島三百

図書館資料利用に伴
うユーザーからゑた

情報検索上の諸問題

一研究課題指向の一
事例（自然系)－

北海道大学応
用電気研究可

教授小山富康

牒
請
式
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この「新学術‘情報システム」における大学図書館の位置付け，役割を十分に理解し，その

機能の拡充，強化を図るため我々一人一人がより一層努力する必要があることを痛感した。

（学術情報資料掛諏訪田義美）

◆受贈図書

本学教官著作物

〔本館〕

○学長

今村成和

○医学部

平井秀松（共編）

○経済学部

吉田文和

○文学部

塩谷 焼

田中彰

○低温科学研究所

小林禎作

木下誠一

◇人事往来◇

人権叢説〔有斐閣〕

癌胎児性蛋白質一肝癌をめぐって－〔南江堂〕

環境と技術の経済学〔青木書店〕

ドイツ語文法入門〔大学書林〕
j

明治維新の敗者と勝者(NHKブックス368)r日本放送出版協会〕

六花の美一雪の結晶成長とその形一（サイエンス叢書N-i2)rサイエ

ンス社〕

永久凍土〔古今書院 〕

館長事務代理

永井義哉（教養分館長）55．7．2～55.9.1(館長外国出張）

採用

杉山育子整理課受入掛55．10．27

配置換

加藤義久整理課総務掛(農学部経理掛）55.11.1

退職

叫林とも子（整理課受入掛）55.10.9
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